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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・オンコール変更となりますので周知お願いします。

　1/10(木)　小笠原SGM→小向SGM

1/11(金)　小向SGM→小笠原SGM

・日勤チーフについて

　12/31(月)　佐々木AOM

1/1(火)　高橋SGM

1/2(水)　松橋SGM

1/3(木)　小笠原SGM
　上記の通りとなりますので周知お願いします。

・退院支援実施計画更新について

　退院支援実施計画の更新を行っています。受け持ちスタッフは退院支援実施計画に変更があった場合は入力をして下さい。

・正月外泊者について

　外泊時の注意事項・服薬について御家族と本人へ伝え、問題なく5名の方が出棟されています。

　現在の外泊者は7名となっています。

・最近、手洗い後にタオルを使用している形跡が見られています。感染予防の為手洗い後はジェットタオルを使用するようにして下さい。

＜週間予定＞

　12/31(月)・ポット洗浄

　1/1(火)　・田名部Dr診察なし

　1/2(水)　・寝具交換(毛布カバー)

　　　　　 ・山田　隆雄様～酸素飽和濃度測定

　　　　　 ・川端Dr診察あり

　1/3(木)　・安々平Dr診察なし

　1/4(金)　・歯科診察(布施邦雄様)

　　　　　 ・書き初め大会

＜患者様連絡事項＞

・山田　隆雄様～両踵に皮膚の角化、裂傷見られ田名部Drへ情報提供しウリモックスクリーム10%(皮膚軟化剤)1本が臨時処方となっています。本日の入浴後から塗布し、塗布後はラップ保護をしていきましょう。主治医の川端Drへは、メールにて報告しています。本人、軟膏処置への拒否ありません。引き続き患部の状態・出血の有無観察していきましょう。又、ラップを貼った後は剥れないように靴下を履いて頂くよう声掛けしていきましょう。

＜要注目患者様NCP評価・検討＞

・伊藤　五十二様～深夜帯不眠で経過されています。日中はベット臥床やホールでの居眠りなく過ごされています。スタッフの声掛けに眠気の訴えありません。引き続き、夜間の睡眠状況・日中の活動状況の観察を行っていきましょう。

・菊地　明子様～本日、お姉様の迎えがあり外泊へ行かれています。昨日、外泊について「初めて泊まる所なのでドキドキする」と話されていましたが外泊前は変わった様子なく日課取り組まれています。帰院後の精神状態の観察・疲労感の有無観察していきましょう。

・滝澤　久江様～昨日日勤帯で「富久子が来る」と話し外出着に着替えエレベーター前に立っておりスタッフ説明にて了解されるが時間を空けて同行為繰り返す事あります。以後、幻聴・妄想に左右された発言・行動はありません。引き続き、所在の確認を行っていきましょう。本日、妹様の面会がありランチ外出希望が出ています。前回の面会の際に妹様よりあまり家に電話をかけないでほしいと話があった事について、スタッフより本人から御家族へ電話をかけることについて再度確認し了解を得ています。

・滝田　英人様～日勤帯で一時的に怒り口調での独語ありましたが他者とのトラブルなく経過されています。引き続き、気分変動による他者とのトラブルに注意していきましょう。

・倉橋　生子様～午前中から下肢のふらつきを訴えることありますが日課は問題なく取り組まれています。昼食は副食のみ不食されています。本人訴えてきた際はその都度傾聴していきましょう。

・稲垣　恵利子様～深夜帯にロッカーの鍵がないと話し不眠で経過されています。本日、午前は鍵をなくした事について気にされる様子見られていますが、午後からは気にかける事無く病棟プログラムに参加されています。本人希望にて御家族へ電話をかけ「鍵をなくした」と話し御家族より病院で直してもらいなさいと言われたと話されています。突発的行動に注意し所在の確認を行っていきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・三上　勇様～現在のお小遣い残金が100円程しかなく本人より正月過ごせないと訴えあり

1/4(金)に3000円入金予定でしたがその中から500円を前出ししています。

1/4(金)の入金日には2500円を本人へ渡して下さい。今後、金銭管理について自

立度の向上を図っていけるよう行っていきます。







